2024年4月版

課題研究 特別講座 甲陵Myルーブリック作成プログラム　授業案


★ 目的
   　ルーブリックの作成を通して、課題研究に対する主体性を育てる。
※ ルーブリックとは・・・学習到達度（知識、能力）を測るための評価基準。

★ 目標
　 ・ルーブリックの必要性に気付かせる。
　 ・継続的に活用可能な（進化する）ルーブリックを作成する。

★ 留意点
・「Ｍｙルーブリック」は、生徒が自分自身の探究活動をより良いものにするために作成する生徒自身の評価軸である。教員用ではないこと、正解は無いことを周知する。
・既習事項（「探究の流れ」等）も参考にする。

★ 実施日程・・・全3回の予定
[bookmark: _GoBack]　　R6年9月、R6年2月、R6年9月

★　授業進行案
　・所要時間は85分です。
・下記２-Ⅱ⓵において、グループを文系と理系で分けるかどうかは、先生方にお任せします。
・先生方でご自由にアレンジしてください。　

１．導入　3分
「よい研究とは」「どうすればよい研究を行えるようになるか」等を問いかけ、生徒自身に
ルーブリックの必要性を気付かせる。

２．ルーブリックの作成
Ⅰ．【各自作業】20分　
① 白紙を配布し、これまで見てきた研究レジメや発表動画を通して、「優れている」または「劣っている」と感じた研究の共通項を、思い付く限り多数記述させる。
（スマホやPCでSSHHP上の先輩の発表等を視聴させるのもアリ。）
※ ヒント（着眼点）
・テーマ設定、仮説設定　　・研究プロセス（背景,目的→実験→結果→考察）
・研究手法　・観点（知識・理解、思考・判断、関心・意欲、態度、技能、表現）　等
② 精選して、付箋に簡潔に記入する。
　





　Ⅱ．【グループ討議（前半）】30分・・・ＫＪ法を利用し、ルーブリックの原型を作成する。　
　　①  ｸﾗｽを5人単位で6グループに分ける。
　　②　模造紙上でⅠ－②の付箋をグルーピングし、各グループの内容を端的に表すワードをそのグループ名とする。ルーブリックとの対応イメージは・・・

　　　　　　　 ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ結果　　　ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ
　　　　　　　　大グループ名　→　領域
　　　　　　　　中グループ名　→　評価観点
　　　　　　　　小グループ　　→　評価尺度

「領域」の例．「テーマ設定」、「研究手法」、「取組状況」、「実験・調査」、「分析・考察」、「発表」等。



Ⅲ．【発表、質疑応答】 15分　
　　　Ⅱの結果をグループ代表者数名に発表させる。
　　　聞く側は、質問や参考となる内容をメモする。



　　Ⅳ・【グループ討議（後半）】15分・・・ルーブリックの改善＆完成
Ⅲの発表を参考に、ﾙｰﾌﾞﾘｯｸを改善する。
　　　　現時点でのルーブリックが完成！



３．連絡事項　2分
・今後も課題研究に持参し、改訂等しながら、進化版を作成しつつ、実際の研究に生かすこと。
・今後各自で改善した内容は、次回のグループ討議で持ち寄る予定ですので、改善点は明示しておくこと。
・新しい用紙は生徒昇降口SSH掲示板前の机上に常備するので、自由に用いること。
・大学進学後も継続して活用すること。
・紛失しないこと。



よろしくお願い致します！！
